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表千家福井県青年部

青年部だより

第 19号
2025.3.27

「労ユ」
「友」

ん秋育争寂の清

青年部の交流が
広がっていくように

御染筆 猶有斎宗匠

チャリティー恭会
今
～
6年 12月 1日 (口 )

お 痛井屎国際交流会館 ホワイエ

「茶の湯文化にふれる市民講座」に併せて開催さ

れたチャリテイー茶会にて青年部は立礼席を担当さ

せていただき、約200名 のお客様にお越しいただき

ました。

昨年はお隣石川県の能登で1月 に震災、9月 には豪

雨災害と二度災害が続いたこともあり、青年部の茶

席では何か能登を応援できないかと考えていたとこ

ろ、親先生からのご助言で能登のお菓子を取り寄せ

て使わせていただきました。お菓子の詳細やお店の

ご案内を展示するなど、工夫を凝らし、当日お越し

のお客様にも喜んでいただけたのではないかと思い

ます。市民講座後のお序で瓢亭の十四代当主高橋英

一氏が入られた際にもお菓子をご好評いただき、青

年部員も取り寄せてよかったと安堵いたしました。

また、高橋氏はご自宅で茶花を育てられているよう

で、当日の茶花についても興味深くお話しいただき

ました。

お道具では11月 に青年部行事で行った茶杓削り体

験で部員が作成した茶杓を使用しました。このお茶

会の為にと真剣に削った茶杓でお点前をしていると、

音の茶人はこの準備の過程からすべてに時間と心を

込めていたのだと、一服のお茶というものがいかに

贅沢なのかを感じることができました。皆それぞれ

に茶杓に銘を付けたものも展示させていただき、お

客様にご覧いただけたのも良い思い出となりました。

また青年部だけではお席の担当が難しく、親先生

や引退された先輩方に助けていただき、無事にお席

担当を終えることができました。ご協力いただいた

皆様に感謝しつつ、今後も精進して参りたいと思い

ます。
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チャリティー恭会を終えて

今回初めて、青年部員としてお席のお手

伝いをさせていただきました。経験の少な

い私にとって非常に勉強になることばかり

で、お点前やお運びは勿論のこと、普段の

お稽古ではなかなか学べない水屋の役割

や後片付けなど役員の皆様方からご教授

いただき、携わることができました。

また、昨年呵月に能登震災があったこと

を踏まえて、復興支援の一助となれるよう

役員の皆様方が能登のお菓子を準備して

おり、このような心配りがおもてなしの心

に繋がるのだとあらためて感じました。私

もそんなおもてなしの心を大切にしなが

ら、今後もお茶のお稽古に励んで参りたい

と思います。

平橋 美帆
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恭約削り体験教室
今莉6年 11月 4日 (月机)
沿 痛井県教育センター会議室

今年のもの作り体験は、

京都より三木竹材店代表取

締役社長の三木崇司先生を

お迎えして茶杓削り教室を

開催いたしました。青年部

としては過去にも一度ご指

導いただいたこともあり、

参加者の中には2回 目の方

もいらっしゃいました。

竹のお話を頂き、まずは白竹や煤竹、しゅみ竹な

ど用意いただいた竹の中から好みのひとつを選びま

す。出来上がりを想像しながら、小刀で形を整える

のですが削りすぎると元には戻せないので、みなさ

ん慎重に集中して作業されていました。よい削りか

すは「かつお節」のようですという先生のアドバイ

スを聞き、難しいところは声をかけてはご指導いた

だいていました。

■        ,~

櫂先を好みの形に削り、ヤスリをかけます。この

ヤスリをかけて表面をなめらかにするという作業を、

先生は「百万回やってください」と仰っていました。

それくらいの気持ちでするとお手前の時に松紗も引

っ掛かりませんよ、との事でした。確かに、今まで

意識したことのない気づきでした。

作業は出来ません。ここまでの作業で 2時間ほど、

あっという間の楽しい時間を過ごすことが出来ました。

先生より、持ち帰ってから「筒に入れて、『銘』

をつける」という宿題を頂きました。名前を付ける

という事は、作品にいのちを吹き込むことなのだそ

うです。

この作品は12月 1日 に開催されたチャリテイー茶

会の青年部席にて展示させて頂きました。部員の皆

様それぞれに思いのこもった作品になりました。

なお三木先生より、青年部に竹の花入れをご寄贈

いただきました。大

切に使わせていただ

きます。ありがとう

ございました。

r輻
嵐厨藤騒爾磯

習
ｆ
一

最後の作業は茶杓に切止をいれます。切止をいれ

るという事はこれで終了という事なので、これ以上

恭鶏膏Ⅲlり に泰かしで

念願だつた茶杓削りに参加することができ、たいへん有意

義な時間を過ごすことができました。

この体験で初めて知ったのが、竹を山からとってから茶杓

の削り出しの前の形になるまでにも数年かかるということ。

わたしの目の前にある茶杓も、とても長い時間を経てここに

在るのだな。と感慨深くなりました。

削っていく工程では、吊紗で清める際に引っ掛かりが出な

いかなどお点前を想像しながら削り、ヤスリがけをします。小

刀の扱いが難しく苦戦したのですが、とても集中して心地良

ささえ感じる時間でした。自分の削った茶杓を使って点てた

お茶をいただく楽しみが増え嬉しく思います。

最後に先生より、かぐや姫の昔話を例に、「竹は神さまが

宿る植物で、日本の信仰や文化ともとても繋がりの深い神聖

なもの。昔から日本人は竹を大事にしてきた。日本の暮らし

になくてはならないもの。」ということでした。何気なく日常

に溶け込んでいた竹のお道具たちがますます有り難く、愛お

しいものとなりました。これからも、そんなお話を思い出しな

がら、大切に使っていきたいと思います。
  五十嵐 ちひろ
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恭約浄lり体験に家かして

11月 4日、青年部部員並びにOB・ OGの方にもお越し

頂き、和やかな雰囲気の中、京都は三木竹材店代表三本

崇司先生にお越し頂き、茶杓削り体験が開催されまし

た。

会場に入ると茶杓削りに使用する沢山の竹が並んでお

り、どの竹を茶杓にするか各々悩みながら竹を選んでい

きます。

三木先生から茶杓削りについてお話を伺い早速竹を削

っていくのですが、これが意外に難しい。自分が想像し

ている茶杓に近づけようと削るものの、削り過ぎてはい

けないし、かといって躊躇していては進まないしと、なか

なか自分の思い通りにいきません。お、と気が付いて回り

を見れば、仕上げに入っている人も出てきていますに こ

からは少し、急ぎ気味で削っていきました。何とか時間

内に削り終わり、仕上げに紙ヤスリである耐水ペーパー

で滑らかにしていきます。

全員の仕上げが終わったあと全ての茶杓を並べてみ

ると、同じ形の竹から削り出したはずなのに当然ながら

同じ形は無く、皆さん特色のある素敵な茶杓が完成して

いました。

そして、三木先生からの最後の宿題は「削った茶杓に

銘を付ける事」。自宅に戻ってから自分の茶杓を見て、ど

んな名前が良いだろうと考える時間もまた貴重な経験と

なりました。

この度は素晴らしい機会を設けて頂き、誠に有難う御

座いました。次の体験事業を楽しみにしています。

吉川 善生

鋼蠅年度露総会
奪莉6年 8周 3日 (■ )
姶 ―乗ぶ章月倉武遺琳博鯵禽自分館 lF講愛

今年度の総会は、一乗谷朝倉氏遺跡博物館見学と

あわせての開催となりましたので、分館1階講堂を

お借りし開催いたしました。

来賓として青年部相談役の島田幸子様 (同門会福

井県支部事務長)がご出席くださいました。

まず島田相談役よりご挨拶いただきました。パリ

オリンピックの開催中ということもあり「選手の姿

が多くの人の生きる勇気になっている。お茶の文化

についても同様で、一服の茶で相手を幸せにできる。

この伝統文化を大切に受けついでいつてほしい。」
とのお言葉をいただきました。

その後、部長 。会計・会計監査より、前年度の行

事報告 ,決算報告 。会計監査報告があり、続いて今

年度の行事予定案・予算案が報告されました。

全ての議案が満場一致で可決され、閉会しました。

総会後は、参加者皆で呈茶をいただき、涼しげな

季節のお菓子と一服のお茶に、酷暑の疲れも癒され

たひと時となりました。
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―乗谷朝倉氏竜琳博物館見学 今れ6年8月 3日 (■ )

総会の後、一昨年にリニューアルオープンした一

乗谷朝倉氏遺跡博物館本館を見学させていただきま

した。こちらでは、戦国大名朝倉氏が築いた時代の

最先端をゆく都市「一乗谷」の様子を貴重な資料を

基にさまざまな形で展示されており、史跡公園の街

並み見学に加え、より歴史を深めることができる遺

跡博物館となっています。

まず 1階の石敷遺構の露出展示を拝見しました。

博物館が建つ場所には約500年 前の戦国時代、日本

海と結ぶ川湊があったとされ、一乗谷と外の世界を

結ぶ入口でした。展示されている石敷遺構はその一

角と考えられています。博物館建設の事前発掘調査

で偶然に見つかり、未だ発掘途中の石敷遺構をその

ままの状態で見学することができるとあって、多く

の方がじっくりと見学されていました。遺構の劣化

を防ぐため照明を暗くした展示室の、吸い込まれる

ような不思議な空気感に、参加した部員も皆圧倒さ

れ、日を凝らしながら当時の様子に思いを馳せてい

ました。

続いて、 2階に移動すると、まず目を引いたのは

城下町の街並みを再現したジオラマです。当時の

人々の豊かな暮らしぶりが30分の 1ス ケールで生き

生きと表現されており、細部にまで工夫が凝らされ

ています。とても一度では見切れないほどの巨大な

ジオラマで、何度も足を運びたくなる展示です。そ

の他、約170万点の豊富な出土品をもとに朝倉氏の

歴史や城下町一乗谷について展示紹介されています。

さらに、その奥、扉を開いて足を踏み入れた先に

は、朝倉当主の館「朝倉館」の一部が原寸で再現さ

れています。建物内や庭を見学しながら戦国大名の

文化・暮らしぶりを体感することができます。豪華

で優美な空間に身を置いていると、日常を忘れ、豊

かな気持ちになると同時に、栄華を極めた朝倉氏の

その後の波乱の運命に思いを馳せ、感慨深いものが

ありました。

このほか、発掘調査の仕事について紹介したり、

遺跡について絵本やパズルで学んだりできる研究ラ

ボ・体験学習スペース、定期的に開催される展覧会、

講演会、舞台公演の数々、洗練されたカフェスペー

スなどなど、大人から子供まで何度でも足を運びた

くなるような魅力あふれる博物館でした。

身近にこのような素晴らしい施設があることは本

当に恵まれていると思います。何度でも訪れ、歴史

を身近に感じ、興味の幅を広げていくことが、お茶

の道を深める一助にもなると感じました。
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―乗谷朝倉武竜琳を見学して

35度 を超える、暑い暑い8月の日。―乗谷朝倉氏遺跡の見

学に参加しました。安全を考慮し、屋外の町並見学は中止、

博物館の見学となりました。

初めて入る博物館は、朝倉氏の歴史を知り、当時の暮らし

を感じる展示や体験スペースがあり、その時代に生活した

人々に思いをはせることができる場所でした。茶道具の展示

もあり、このお道具で人をもてなしたり、繁栄を表現したりし

たのかと想像しつつ見て回りました。また、朝倉館の原寸再

現した建物内では、ここでお茶席をするなら…と話をし、待

合がこの場所なら景色がいい等と楽しみながら見学ができ

ました。               加藤 亜希代



令和 7年度 令和 7年度

行 事 予 定 年会費納入のお願い

7月 ごろ

10月 ごろ

11月 30日 (日 )

令和 7年度青年部総会

茶道具もの作り体験

チヤリテイー茶会

年 会 費

納入期限

2,000円

令和 7年 4月 末日

泉十察ホームベージ 表千家不審奄「茶の湯 こころと美」
WWW.OmOteSenke.jp

大変ためになる情報が掲載されています。

同門会会員の方は「同門」に会員専用ページのパスワード等が記載されておりますので、そちらもご覧ください。

各行事が近づきましたら、詳細および申し込みについて

ご案内いたします。ぜひお気軽にご参加ください。

青年部入会のご案内

茶の湯を通して、人と人の輪を広げ、茶の湯の

楽しみを分かち合いましょう。

お知り合いの方で、まだ青年部にご入会されて

いない方がいらっしゃいましたら、是非お誘い

ください。

入会条件

018歳～45歳
0表千家不審奄入門者 であれば
先生の推薦によりどなたでも入会できます。

期限内に、同封の振込用紙にてお振込み、または

振込用紙に記載の口座にご送金ください。

青年部を退会される部員の方ヘ

令和7年度4月 1日 時点で46歳になられている方

(昭和53年 4月 ～昭和54年 3月生まれの方)は、
青年部退会となります。

※自動退会となるため手続きは不要です

青年部を退会される方は、年会費納入期限までに

必ずハガキにてご連絡ください。なお、親先生の

ご推薦により青年部に入会しておられますので、

退会手続きの前に必ず親先生にご相談ください。

青年部連絡先

吉田 かおる

〒910-0855

福井市西方1-6-9ビ ブレ西方507
電話 090い 2837-2375

発行責任者・発行所

表千家同門会福井県支部事務所内

表千家福井県青年部
〒910-0809

福井市舟橋町7-52 島田方

編集後記          (
清友第19号の発行にあたり、青年部の活動にご協力賜りました

先生方をはじめ部員の皆さまには心より御礼申し上げます。

さて、昨秋の青年部長研修会にて、本部より「表千家同門会青

年部会貝制度」の新設について説明がありました。令和 8年度か

らは同門会の傘下で、より安定した財源をいただき、これまで以

上に福井県青年部らしい活動をして参ります。福井県青年部とし

ましても新制度のもと夏|き 続き皆さまと交流できる場を設けられ

るよう、精一杯活動し・そいく所存でございますので、皆さまの積

極的なご参加をお待ちしております。今年も一年どうぞよろしく

お願いいたします。       編集委員 吉田、宮田、奥野
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